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名 
平成 27年度国民健康保険の決算状況（速報値）について 

経 

緯 

県内27市町村及び１国民健康保険組合の平成27年度の国民健康保険の決算状況を

まとめたものである。  （参考 1国保組合＝山梨県医師国民健康保険組合） 
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平成 27年度の決算状況は、次のとおり。           （単位：千円） 

区      分 平成 27年度 対前年度増減 平成 26年度 

歳 入 総 額     A 115,826,557 15.2% 15,289,029 100,537,528 

歳 出 総 額     B 114,449,954 15.7% 15,517,513 98,932,441 

歳入歳出差引（形式収支） (A-B)C 1,376,603 △14.2% △228,484 1,605,087 

国庫支出金等精算額     D △109,464 85.0% 618,383 △727,847 

実 質 収 支   (C+D)E 1,267,139 44.4% 389,899 877,240 

前 年 度 実 質 収 支     F 877,240 － △376,463 1,253,703 

単 年 度 収 支   (E-F)G 389,899 － 766,362 △376,463 

一般会計等からの繰入等※     H 1,090,248 △35.0% △586,187 1,676,435 

財政調整基金への積立金     I 270,439 △31.8% △126,098 396,537 

実 質 単 年 度 収 支 (G-H+I)J △429,910 74.0% 1,226,451 △1,656,361 

※一般会計その他繰入と財政調整基金繰入を合算した額 

財 政 調 整 基 金 保 有 額 3,516,087 5.0% 168,345 3,347,742 
 

○ 形式収支は 13億 7,660万円の黒字 

歳入総額から歳出総額を差し引いた形式収支は、甲府市を除く 27保険者が黒字だった。 

○ 実質単年度収支は 4億 2,991万円の赤字 

一般会計からの法定外繰入れ、財政調整基金の取崩し・積立てなどを加減した実質単年度収

支は、前年度と比較して 12億 2,645万円改善した。また、黒字は１３保険者で、前年度よ

り５保険者増加した。 

○ 決算状況の改善(参考資料 P1) 

歳出の 6 割を占める保険給付費が前年度と比較し 3.8％、24 億 4,051 万円余増加し、また、

歳入では、保険料（税）収納額が 2.0％、4億 9,418万円余減少したことから形式収支の黒

字額は縮小した。しかし、国庫支出金等精算額（D）のうち、退職者療養交付金の精算に

よる追加交付が生じたことや、地単事業波及増分の補填にかかる繰入金の減少に伴い、実

質単年度収支は改善した。 

○ 保険料(税)収納率は 0.91ポイント上昇(参考資料 P2) 

平成 4年度から 21年度まで 18年連続して前年度を下回っていたが、22年度以降は前年度実

績を上回り、27年度の収納率は 93.20％となった。 

○ 医療費総額は前年度に比べ 22億円増(参考資料 P4) 

全体の医療費総額は 802億円、前年度比 2.8%増（１人当たり医療費 33万 9千円、前年

度比 6.5％増）。被保険者数の 37.9%にあたる前期高齢者の医療費は、443 億円で全体の

55.2%を占めており、前年度比 5.5%増となった（前期高齢者１人当たり医療費 50 万 8 千

円、前年度比 3.8%増）。 

問合せ先：福祉保健部国保援護課国保指導担当 直通 055-223-1466 県庁内線 3263 


